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研究、平成20年度土木学会中部支部研究発表会講演概要集、pp.355-356、2008．
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EASTS、Vol.6、pp.1410-1425、2005.
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427、2004.１
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共同研究・技術相
談・開発等の実績

「紀南地域におけるかかりつけ医及び介護に関連した
住民ニーズの分析」、紀南医師会、2016年11月　他

研究シーズ
研究テーマ

道路交通情報提供下でのドライバーの経路選択行動
　・不確実性下でのドライバーの意思決定行動
　・情報の獲得によるドライバーの行動変化

過疎地域の公共交通に対する住民意識と利用促進に
関する研究

犯罪と交通に関する研究


